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インタビュー
村屋　央さん(44)  松田 八千代さん(34)　 上名野川地区へ移住

　千葉育ちのお二人は、もともと田舎暮らしが好きで、自然とつながっ

ていない都市生活から、自然に囲まれた生活を求めて、いろいろな場所

を巡りながら、上名野川地区への移住を決意しました。

　「きれいな水と川の流れる音が好きなんです」と話すように、家の周

りには豊かな自然が広がっています。移住してから３カ月がたった今、

庭先の休耕地だった畑はきれいに草が刈り取られ、近所の方が苗を持っ

てきてくれるなどの助けもあったおかげで、今では高菜やからし菜、ワ

ケギなど、さまざま野菜が元気に育っています。「初めての経験も多い

ですが、すべて自然体で受け止めることで、人生に豊かな心を持たせて

くれます。休耕地など、失いつつあるものを少しでも復活させながら、

自給自足の田舎暮らしを楽しんでいきたいです」と素直な思いを語っていただきました。

　地区の神祭にも招待されるなど、早くも地域に馴染んでいます。苦労がある中でも自然と向き合

い、日々の新たな発見を楽しみながら過ごしているお二人の姿がとても印象的でした。

　仁
淀
川
町
で
は
、
人
口
減
少
が
続
い
て
お

り
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
波
に
も
ま
れ
、
集

落
機
能
の
低
下
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　移
住
者
の
受
け
入
れ
は
、
町
の
将
来
を
考

え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
新
し
い
風
を
呼
び
込

む
こ
と
で
地
域
や
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　本
町
で
は
移
住
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
平

成
二
十
三
年
度
か
ら
本
格
的
に
空
き
家
調
査

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
開
始
当
初
は
新
た

な
住
人
を
受
け
入
れ
た
い
半
面
、
家
財
道
具

な
ど
の
保
管
や
帰
省
時
の
利
用
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
も
あ
り
、
提
供
に
は
消
極
的
な
雰

囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

  

し
か
し
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
実

際
に
地
域
へ
足
を
運
ん
で
の
広
報
活
動
に
よ

り
徐
々
に
空
き
家
情
報
も
集
ま
り
、
十
月
末

現
在
で
空
き
家
の
登
録
件
数
は
二
十
六

件
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
東
京
や
大
阪
で
開
催
す
る

U
・
I
タ
ー
ン
の
移
住
相
談
会
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
移
住
相
談
や
町
の

P
R
を
す
る
な
ど
の
活
動
が
実
り
、
実

際
に
本
町
へ
移
住
し
て
き
た
方
は
、
平

成
二
十
五
年
度
十
月
末
で
六
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　今
回
取
材
し
た
二
組
が
移
住
し
た
地

域
で
は
、
移
住
し
て
き
た
人
を
単
に

「
転
入
者
」
と
し
て
で
は
な
く
、
新
た

な
視
点
を
持
っ
た
地
域
の
一
員
と
し
て

歓
迎
し
、
地
域
を
元
気
に
す
る
べ
く
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　偶
然
、
仁
淀
川
町
を
訪
れ
た
観
光
客

が
、
将
来
の
移
住
者
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
外
か
ら
来
た
人
た
ち
を
お
も

て
な
し
の
心
で
温
か
く
迎

え
入
れ
、
交
流
が
自
然
と

深
ま
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
地
域
の
求
め
る
人
材

も
集
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

空
き
家
の
情
報
や
移
住
者

と
の
交
流
な
ど
、
私
た
ち

の
ま
ち
を
も
っ
と
魅
力
あ

る
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
移
住
・
定
住
へ
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

特集移住 仁淀川町の『移住』の取り組み
　 ～ 新しい風を呼び込む ～

空き家情報募集中

　近年、自然志向の高まりや、新天地で夢を実現させるために地方に移

住したいと望む人が増えています。

　一方、移住者を迎えた地域では、過疎や少子高齢化が進む中でも、思

わぬ出会いや発見のおかげで、みんなが元気になっています。移住者の

受け入れは、失いかけたものを呼び覚ます地域活性化のチャンスです。

今回は特集で仁淀川町の移住に関する取り組みの現在をお知らせします。

むら　や　　　  てる まつ   だ　　 や ち よ

岩上　真大さん(31)　佳江さん(31)　 坂本地区へ移住

　岩上さん夫妻は、今年の６月に結婚され、１０月に坂本地区へ移住

されました。佳江さんは、大阪での生活は便利な半面、生まれ育った

自然豊かな高知がいつも思い出され、そこで生活がしたいと思い、有

機農業に関心のあった真大さんと高知へ移住することを決意。仁淀川

町で池川自然農園を営む松田博さん（相の谷）の存在を知り、そこで

「有機農業」を学びたいと思い、現在の住居を決めたそうです。

　引っ越しの際に、近所の方から「来週地区運動会があるが、行って

みんかね」との誘いがあり、さっそく初参加。その後の懇親会でも親

交を深めました。また、ある日は玄関先にしいたけが置いてあったり

と、心温まる近所の方のお裾分けに、人との付き合いのぬくもりを感

じたそうです。「地域の方がとにかく元気ですね」と話すお二人。今後は有機農業を勉強しつつ、

人とのつながりを大切にしながら田舎での生活を楽しみたいと話してくれました。

まさ　お

　仁淀川町では移住促進の一環として

Ｕ・Ｉターンや田舎暮らしを希望され

る方へ町内の空き家を紹介しています。

　空き家は大切な資産です。貸し出す

ことで家賃収入を得ながら、いい状態

を保ち、維持管理することができます。

  空き家情報がありましたら、役場企

画課までご連絡をお願いします。

問い合わせ　仁淀川町役場企画課

　　　　　　 ☎３５－１０８２

■空き家情報は町のホームページへ掲載しています。

　詳しくはこちらへ

　→ URL：http://www.town.niyodogawa.lg.jp/akiya/

空き家紹介制度　概要図

空き家
所有者

役場
企画課

移住
希望者

①情報提供

②現地調査

③連絡調整

契約交渉（当事者間）

①問い合わせ

②情報提供

③申し込み

④連絡調整

いわがみ か　え
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いなかの恵みを食す
恒例の芋煮会

『ねんりんピックよさこい高知2013』開会式で
秋葉祭りの豪快な鳥毛ひねり披露

ちゃんと勉強します

3つは見たことない

鎌倉八幡宮神幸行列が練り歩く

第６回サイエンスツアーinＡＧＡＷＡ

10月26日　「ねんりんピック高知」の開会式が春野総合

運動公園で開催され、全国から訪れた選手ら約1万5000

人が見守る中、秋葉祭りの豪快な鳥毛ひねりが披露され

ました。

　中でも、３組同時に鳥毛を投げる場面では、ひときわ

大きな歓声が上がり、会場を一段と沸かせました。

11月3日　伊勢神宮で第62回神宮式年遷宮

奉祝奉納行事が行われ、池川神楽を奉納し

ました。訪れた人は、山里に継承されてき

た華麗な舞に見入っていました。

１１月８日　森の鎌倉八幡宮で大祭が行われ、鼻高を先頭に獅子駒、おみこ

しなどが続き、総勢約５０人からなる神幸行列が、森

の街を練り歩きました。

　道中、鼻高や獅子駒などが別府小学校を訪れ、児童

らを脅かす場面も。その後は神社の境内で恒例の奉納

相撲も行われ、ふたば保育所園児や小学校児童らの白

熱した取り組みに会場は大いに盛り上がりました。

　「これは見たことがない！」地区の皆さんが口をそろえて話す

のは、久喜の田元秋壽さんが育てた「三つ子のインドウリ」。一

つの茎から、個性豊かな大小三つのウリが見事に育ちました。

　田元さんは、２４歳で久喜に嫁いでから、毎年かかさず作って

いるとのことで、二つは見たことがあるが三つは初めてだそうで

す。「インドウリは家にどっさりあるけん食べにきて」と笑顔で

話してくれました。

１１月１０日　中津渓谷ゆの森、

笑美寿茶屋周辺で恒例の紅葉まつ

りが行われました。

　そば打ちの実演販売やアメゴの

くし焼き、ゆず入りのみそをたっ

ぷりぬった田楽にふっくら焼きあ

がったいりもちの販売などのほか、

しし鍋が振る舞われました。

　観光客は野菜がたっぷり入った

温かいしし鍋で体を温めてから、

渓谷を散策し、紅葉を楽しみまし

た。

１０月２９日　安居渓谷で、２５回目となる芋煮会

が開催されました。

　この恒例行事は、町内の農漁村女性グループ研究

会が地元小学生らと交流しながら、地産地消の推進

や郷土料理の伝承などを目的に行っています。今年

は大崎小学校と池川小学校の５・６年生、関係者ら

約80人が参加して、にぎやかに行われました。

　「実際に作るのは初めて」と話す児童も多く、女

性グループから作り方を教わりながら、いりもちや

こんにゃく作りに挑戦。中にはハート型のこんにゃ

くを作るなど、初めての体験に目を輝かせながら、

楽しんでいました。

　その後、会員が持ち寄った山菜料理や田楽など自

慢の料理の数々を味わいました。

四
天
の
舞

天
磐
土
開
舞

し

　て
ん

あ
ま
の
い
わ
と
ひ
ら
き
の
ま
い

あんこを上手に包んで美味しく焼けています

鼻高を先頭に森を練り歩く

チャールズ・ヒギンズ博士

こんにゃく作りに挑戦。みんな真剣なまなざしです

行楽・味覚の秋を堪能！

三つ子のインドウリ発見！

中
津
渓
谷

　紅
葉
ま
つ
り

池
川
神
楽
保
存
会

式
年
遷
宮
奉
祝
行
事
で
華
麗
に
舞
う

自
慢
の
味
を
次
世
代
へ

し
し
鍋
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
行
列
が
で
き
ま
し
た

そ
ば
打
ち
の
実
演
販
売

み
そ
と
の
相
性
抜
群
で
す

１１月2日　しもなの郷で約４０人が参加し、第６回目となる「サイエンス

ツアー in ＡＧＡＷＡ」が開催されました。

　高知高専電気情報工学科 今井一雅教授の「今から皆さんと一緒にサイエ

ンスツアーに出かけます」という言葉で幕を開け、はじめに、アメリカか

らはるばる来町されたミドルテネシー州立大学物理天文学科准教授のチャールズ・ヒギンズ博士から

NASAの木星電波教育プロジェクトについてご講演いただきました。途中、実際に木星電波の音を聴かせ

てくれるなど、目と耳の両方で参加者を引き付けていきました。今井教授が同時通訳で解説してくれたの

ですが、ヒギンズ博士もできるだけ簡単な英語で説明をしようと気配りしてくれたのが印象的でした。

　続いて今井教授から観測プロジェクトでの吾川木星電波観測所の位置づけや今後の国際的な研究活動な

どが紹介されました。専門的な内容にも関わらず、ユーモア溢れる語り口に会場は終始アットホームな雰

囲気に包まれ、参加者は宇宙の神秘についてワクワクした表情で聞きいっていました。

　参加者からは「内容が素晴らしかったのでまた参加したい」「若田光一さんのニュースなども身近に感

じられるようになりました」と大好評でした。また、来年には、新型ロケット「イプシロン」に搭載され

た宇宙望遠鏡とNASAのハッブル望遠鏡による木星観測に、吾川木星観測所も参加し共同観測することが

決まっており、今後の成果にますます期待が高まります。
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第９回仁淀川町健康福祉大会

安居地域合同防災訓練

棚田彩る2013本の明かり  　　長者DEキャンドルナイト

10月27日  寺村地区

防災勉強講座開催
「地域と共に学ぶ防災」講演会

10月17日　秋葉口・橘・別枝口・鷲ノ巣

自主防災組織立ち上げに向け学習会開催

自分たちの地域は自分たちで守る ～各地で災害に備え、自主的な取り組みを実践～

１１月９日　長者で棚田をろうそくの炎で照らす「長者ＤＥキ

ャンドルナイト」が開催され、訪れた多くの人が、温かみのあ

る炎に包まれた幻想的な光景を楽しみました。

　７回目を迎え、県の天然記念物「長者の大イチョウ」前の棚

田には西暦にちなんだ２０１３本のろうそくが並べられました。

地域の人たちが夕方４時半ごろから訪れた人たちと一緒に小瓶

の中のろうそくに一つずつ点火。暗くなるにつれて寒空にほん

のりと明かりの曲線を浮かび上がらせました。

　自主防災組織立ち上

げから５年を迎え、寺

村地区が、今一度防災

意識を地域で高めよう

と自主的に計画したもので、寺村地区の地形や地質の確認、

AED講習など実践的な勉強会となりました。

日本の記念すべき植物「ヤマトグサ（大和草）」
1889年に、牧野富太郎、大久保三郎により、日本人の

手によって最初に学名がつけられた植物です。これを

記念して「ヤマトグサ」と命名された。牧野博士が最

初に発見した場所はなんと「下名野川」の山中でした。

１０月２０日　地震や

大雨などあらゆる災害

に備え、近隣の相互協

力による防災活動に取

り組むことを目的に、

安居地域の自主防災組

織と消防安居分団合同

による防災訓練が行わ

れ、９地区から総勢約

７０人が参加しました。

　訓練では、「自らの命は自ら守る(自助)」と

「自分たちの地域は自分たちで守る(共助)」と

いう考え方の必要性を学び、救助の方法やケガ

人の応急処置などのほか、炊き出し訓練を行い

ました。

　また、安居分団による浸水を想定した土のう

積みや消火訓練も行われ、参加者は消防署員か

らの指導を熱心に聞き、いろいろなケースによ

る不明な点を質問するなど積極的に訓練に参加

している姿が見られ、今後においても重要性を

感じながらの有意義な一日となりました。

１１月１２日　中央公民館で第９回仁淀川町健康福祉大会が開催され、社協理事、評議員、老人クラブ、

民生委員等福祉関係者やボランティアの方々約１８０人が参加しました。

　大会では、大石弘秋町長から長年にわたり社協理事として本会の発展に尽力された功績により感謝状が

下記の２人の方に贈呈された後、井上兼春社協会長から福祉活動推進校として地域活動に貢献した大崎小

学校に大会長表彰が授与されました。

　また、高知県在宅保健活動者なでしこの会と町役場、社協職員による健康劇「みがいて・きたえてよさ

こい健口」の上演があり、大変わかりやすく好評でした。午後から健康エンターテナー己抄呼先生の「己

抄呼～Misako～の笑う体操」と題して講演があり、先生の話術に会場の参加者は爆笑の渦に巻き込まれ

ました。

１１月４日　しもなの郷の夢の森公園で地元関係者ら

約３０人が集まり、ヤマザクラ１５本、エドヒガン１５

本、キシツツジ１００本の計１３０本とヤマトグサの

植樹を行いました。

　この植樹祭は四国コカ・コーラボトリング株式会社

が、売上金の一部を活用して実施する地域貢献プログ

ラムの一つです。

　参加者は「今後ここ

に来るたびに成長が見

られるのが楽しみで

す」と話していました。

「ハッピー四国」植樹祭in夢の森公園
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

キ
シ
ツ
ツ
ジ
植
樹
の
様
子

【受賞者】

■町長感謝状　鈴木数秋(上土居第五)　

　　　　　　　黒川一義(大崎)

■大会長表彰　大崎小学校

森地区合同防災訓練
１０月２７日　森

地域主催の防災訓

練が別府小学校グ

ラウンドで行われ、

森地域の住民やふ

たば保育所、別府

小学校、グループ

ホームぬくもりの家、町食生活改善推進協議会仁

淀支部、消防関係者ら約２５０人が参加しました。

　今回実施した防災訓練では、地震が発生したと

の想定で、まず各地区の拠点に避難した後、別府

小学校に集まり、応急救護訓練やバケツリレーに

よる消火訓練、炊き出し訓練など、内容は盛りだ

くさん。特に今回は、小学生が保育園児の手を引

き地区の方と一緒に避難したり、グループホーム

と森分団が連携し避難訓練を行うなど、地域全体

でお互いの連帯を深めることに重点を置いた避難

訓練を行

いました。

10月31日　別府小学校体育館で防災

の講演会が行われ、児童や地域住民ら

約70人が参加しました。

　講演会前に児童らが実際に地域を歩

いて危険箇所を確認した後、「地域と

共に学ぶ防災」と題し、高知大学南海

地震防災研究センター長の岡村眞特任

教授による講演会が行われました。

　岡村教授は、「揺れたらどうしたら

いいかとよく聞か

れるが、揺れたら

何もできない。日

頃からできる備え

をしっかりしてお

くことが何よりの

備えです」と参加

者に呼びかけてい

ました。

　４地区が集まり、合同

防災学習会が行われ、防

災や防犯をはじめ自助・

共助の取り組みについて

理解を深めました。その

後、11月1日に自主防災

組織が設立されました。

お
す
す
め
の
防
災
グ
ッ
ズ
は

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
！
両
手
が
使
え
ま
す
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四国電力㈱から
  街路灯寄贈２１年目
～地域の防犯・交通安全に～

仁淀中生徒が
清掃を通じて地元の人たちと交流

  火災が発生しやすい季節。恒例の保育園児に

よる防火パレードが行われました。

　園児たちはパレードに先立ち、元気な声で防

火の誓いをたて、趣向をこらした出し物などを

披露し、元気に火の用心を呼びかけました。

10月1日　仁淀中学校の生徒らが、地域の人た

ちと秋葉神社の清掃を行いました。

　この奉仕活動は、生徒が中心となり、毎年別

府班と長者班に分かれて、地域の伝統につなが

る場所などの清掃を行っています。

　今年は別府班が秋葉神社で、地域の人たちと

交流を深めながら清掃に汗を流しました。

10月31日　四国電力㈱

の社会貢献活動の一環

として街路灯２基が町

に寄贈され、小島克郎

須崎営業所所長から、

寄付目録が贈呈されま

した。

　この活動は｢地域の交

通安全のほか犯罪防止

のための明るいまちづ

くりに寄与する｣ことを

趣旨とし、平成５年か

ら毎年実施されており、

寄贈された街路灯は累

計１５６基となりまし

た。

保育園児が防火パレード
１月１９日は 「仁淀川町議会議員選挙」です

防災用語

消すまでは　心の警報　ОＮのまま

10月31日　長者保育所

11月13日　ふたば保育所11月8日　大崎保育所

須崎営業所小島所長(右)
雨戸もはずし、隅々まできれいにしました

よ
し
！

4 3 1
25

　仁淀川町議会議員選挙が下記の日程で行われます。

【期日前投票】

　　投票日当日に投票に行けない方は、１月１５日(水)から１月

　１８日(土)まで下記の期日前投票所で「期日前投票」ができます。

　期日前投票所　(※長者出張所は１月１７日(金)まで)

　■役場（本庁）　■仁淀多目的研修集会施設

　■池川コミュニティセンター　■名野川出張所　■長者出張所

【不在者投票】

　　町外に滞在中、病院に入院中などで期日前投票所に行けない方等は、指定施設で不在者投票

　ができます。不在者投票は郵送等手続に日数が必要ですのでお早めに選挙管理委員会までお問

　い合わせください。

【立候補予定者説明会】

　　仁淀川町議会議員選挙に立候補や推薦をする予定の方を対象に、下記の日程で説明会を開催

　しますのでご参集ください。

  ■日時：１２月１９日(木)午前１０時００分から　 ■場所：仁淀川町立中央公民館３階会議室

【問い合わせ】 仁淀川町選挙管理委員会　 ☎３５－０１１１　　３５－０５７１

告示日：平成26年1月14日（火）
投票日：平成26年1月19日（日）

クリスマスコンサート
■日時　１２月１５日(日)

　　　　１４時～　(開場：１３時３０分)

■会場　仁淀川町立中央公民館

　　　　（仁淀川町大崎４６０－１）

■問い合わせ

　仁淀川町教育委員会

　☎３５－００１９

　　年の初めに、さわやかな汗を流しませ

　んか。ご家族おそろいで参加ください。

　■日時　平成２６年１月２日(木)

　○旧吾川中学校グラウンド　９：３０集合

　○別府小学校グラウンド　　９：３０集合

　○長者小学校グラウンド　　９：３０集合

　○池川小学校グラウンド　　９：３０集合

仁淀川町成人式
■日時　平成２６年１月２日(木)

　　　　１３時から１５時３０分まで

■受付　１２時から

■会場　仁淀多目的研修集会施設
　　　　（仁淀川町森２５７２－１）

■問い合わせ

　仁淀川町教育委員会　☎３５－００１９

第31回

◇日時  平成２６年1月５日(日)１２時～

◇場所  池川コミュニティセンター

　　　 （仁淀川町土居甲916－3）

★舞踊、詩吟、剣舞、民謡などをお楽しみ

　ください。皆さんのご来場をお待ちして

　おります。

新年の幕開けをさわやかに！

   2014新春スポーツ始め
主催：池川地区文化協会池川
芸能大会池川
芸能大会
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

　
　
　
　

 

備
え
は
で
き
ま
し
た
か
？

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　注
意
し
ま
し
ょ
う

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と

は
異
な
る
感
染
症
で
す
。
特
に

高
齢
期
に
か
か
る
と
、
肺
炎
を

招
い
た
り
、
心
臓
病
や
糖
尿
病
、

ぜ
ん
そ
く
や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
な
ど
の
病
気
を
悪
化
さ
せ
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
そ
れ

に
関
連
し
た
病
気
で
亡
く
な
っ

た
方
は
年
間
一
万
人
前
後
と
さ

れ
、
そ
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。

命
に
か
か
わ
ら
な
く
て
も
予
防

や
適
切
な
対
処
が
大
切
で
す
。

●
予
防
し
ま
し
ょ
う

○
帰
宅
後
は
「
手
洗
い
」「
う
が

い
」
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
基
礎
体
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
、

十
分
な
休
養
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

○
マ
ス
ク
を
効
果
的
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　流
行
期
に
は
人
混
み
を
避
け

た
り
、
不
要
な
外
出
を
避
け

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

○
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
に
く
く
し
た
り
、
重
症

化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方

は
一
部
公
費
負
担
で
接
種
で

き
ま
す
。

◇
対
象
者

　仁
淀
川
町
に
住
所
を
有
し
、

予
防
接
種
実
施
日
に
満
七
十
歳

以
上
で
あ
る
方
（
過
去
五
年
間

に
、
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
た

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

◇
助
成
期
間

　平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら

　平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

◇
接
種
医
療
機
関

　仁
淀
川
町
内
医
療
機
関

◇
接
種
料
金

　無
料

◇
申
請
方
法

・
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
右

記
お
よ
び
接
種
医
療
機
関
で

助
成
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
（
申
請
書
の
裏
面
が
予

診
票
と
な
っ
て
い
ま
す
）

・
必
ず
印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

◇
接
種
方
法

　申
請
後
、
接
種
医
療
機
関
へ

接
種
日
の
予
約
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　普段おうちでもできるストレッ

チや、歩き方のコツを健康運動指

導士の先生が教えてくれます。

  どなたでも参加できますので、

ぜひお越しください。開催日の１

週間前までに、申し込みをお願い

します。

◇日時・場所

  ①平成２６年１月９日(木)

    １３：３０～１５：００

　  池川コミュニティセンター

　  　４階大ホール

  ②平成２６年１月３１日(金)

　  １３：３０～１５：００

　  仁淀川町中央公民館４階和室

◇申し込み・問い合わせ

　仁淀川町役場保健福祉課

　☎３５－０８８８

　池川総合支所健康福祉課

　☎３４－２３２１

　仁淀総合支所健康福祉課

　☎３２－１１３２

これならできる！

かんたん
運動教室

　８０２０運動（８０歳で２０本の自分の歯を保つ）事業の一

環として、８０歳以上で噛むことができる自分の歯が多く残っ

ている方を審査し表彰する、「高知県いい歯の表彰(熟年者の

部)」で、本町から４人の方が受賞されました。

　◇知事賞 岡本トクエ  (８０歳：梶屋敷)

　◇優良賞 山中　徳秋  (８１歳：池川大渡)

　◇優良賞 曽我　幸子  (８０歳：上土居第三)

　◇優良賞 赤堀　晟　  (８２歳：下土居)

　知事賞を受賞された方は県内でも５人しかおらず、本町から

は岡本トクエさんが受賞され、１１月１７日に表彰式が行われ

ました。おめでとうございます。これからもお元気で、いい歯

を大切にしてください。

【対象者】

○町内に住民登録がある65歳以上の方

○町内に住民登録がある60歳から64歳までの方で、

心臓、腎臓、呼吸器の機能に日常生活が極度に

制限される程度の障害を有する方、およびヒト

免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活

がほとんど不可能な程度の障害を有する方

【実施期間】平成２５年１０月１日(火)から

　　　　　　平成２５年１２月３１日(火)まで

【実施場所】高知県内の委託医療機関

【接種料金】１,０００円

※生活保護受給者の方は、「自己負担金免除証明

書」を提出すれば無料で接種できます。事前に

役場担当課へお問い合わせください

【接種回数】上記実施期間内に１回

※対象者以外(６４歳以下)の方は任意で接種を受

けることができます。接種方法や料金につきま

しては、接種を希望する医療機関にお問い合わ

せください。

問い合わせ

　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８

　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２３２１

　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

いい歯で長生き！！
～高知県いい歯の表彰「熟年者の部」で４人が受賞～

今年度、まだがん検診を受けていない皆さまへ

インフルエンザ予防接種

　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費助成事

業も実施しています。この予防接種は、任意

の予防接種ですので、かかりつけ医と相談の

上、接種するか判断してください。

高齢者肺炎球菌
ワクチン予防接種

　毎日畑仕事をし、月に２回は地区の集
会所に出かけて健康体操と「お口の体
操」をしています。毎日朝10分、夜20分
歯みがきをします。何でも食べられますし、
おいしく食事ができます。畑で作った野
菜、お肉も大好きです。リンゴは昼食後、
主人と半分ずつにして食べています。歯
をきれいに保って、これからも元気でおり
たいと思っています。

岡本トクエさん

　県内に住まわれている方で、まだがん検診を受けていない方を対象に、広域がん検診を実施します。

　お勤め先に近い会場など、ご都合に合わせて受診会場を決めてお申し込みください。

【日時・場所・受診項目】

　◇平成２６年２月２７日 (木) 午前中　健康福祉センター『かわせみ』(佐川町)　【肺・胃・大腸】

　◇平成２６年３月２０日 (木) 午前中　土佐市保健福祉センター(土佐市) 【肺・胃・大腸】

【対象となる方】

　以下の年齢の方のうち、今年度（平成25年4月1日～）がん検診を受診していない方

　肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検診：40歳以上男女（平成26年3月31日現在の年齢）

受診には事前の申し込みが必要です。
　◇申し込み・問い合わせ　高知県総合保健協会　☎０８８－８３２－９６９１

　　※平成25年12月9日(月)より、電話にて申し込みを受け付けます

　　(各会場定員に達した時点で申し込みを締め切りますので、ご了承ください)

　◇申込受付時間　8時30分から17時まで (土・日・祝は休)
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■■■お知らせコーナー■■■

　こ
の
制
度
は
町
内
か
ら
高
等

学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
通
学

費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

■
資
格

町
内
か
ら
高
等
学
校
に
通
学

し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
で

あ
る
こ
と
。
（
通
学
方
法
は

問
い
ま
せ
ん
）

※
た
だ
し
、
生
徒
の
保
護
者

が
、
町
内
に
六
カ
月
以
上
住

所
を
有
し
、
当
該
世
帯
全
員

が
町
税
、
使
用
料
ま
た
は
手

数
料
等
、
町
に
納
付
す
べ
き

債
務
に
滞
納
が
な
い
こ
と

■
支
給
額

  

年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５

　千
円
）
を
上
限
と
す
る

■
支
給
時
期

　平
成
26
年
３
月
の
予
定

■
必
要
書
類

○
仁
淀
川
町
高
等
学
校
通
学
応

　援
手
当
受
給
申
請
書

○
住
民
票（
世
帯
全
員
）の
写
し

○
在
学
お
よ
び
通
学
に
関
す
る

　学
校
長
の
証
明
書

■
申
請
締
め
切
り

　

　平
成
26
年
１
月
31
日

　※
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教

　
　育
事
務
所
必
着

◎
住
民
票
が
町
内
に
あ
る
方
で

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
申
請
の
案
内
文
を
十
二

月
初
旬
に
送
り
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
申
請

書
が
届
か
な
い
方
は
、
教
育

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　☎
３
５
・
０
０
１
９

　間
伐
す
る
た
め
に
作
業
道
を

整
備
し
た
り
、
間
伐
後
の
木
を

市
場
ま
で
出
荷
す
る
「
搬
出
間

伐
」
な
ど
を
し
た
時
に
、
国
や

県
・
町
の
助
成
制
度(

造
林
補

助
事
業
、
緊
急
間
伐
総
合
支
援

事
業
な
ど)

が
利
用
で
き
ま
す
。

○
自
分
の
山
の
間
伐
を
し
た
い

が
自
分
で
は
で
き
な
い
の
で

誰
か
頼
め
な
い
か
？

○
自
分
で
間
伐
を
し
た
い
が
今

ま
で
し
た
こ
と
が
な
い

○
技
術
的
な
こ
と
や
ど
の
く
ら

い
お
金
が
か
か
る
か
心
配

　以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩

み
の
皆
さ
ま
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　間
伐
作
業
を
始
め
る
前
に

「
伐
採
届
」
の
提
出
や
、
助
成

事
業
の
申
請
手
続
き
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
二
十
六
年
度
に
新
た
に

助
成
制
度
を
利
用
し
た
い
方

は
、
十
二
月
中
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
産
業
建
設
課

　☎
３
５
・
１
０
８
３

　池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　☎
３
４
・
２
１
１
４

　仁
淀
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　☎
３
２
・
１
１
１
３

　仁
淀
川
森
林
組
合

　

　☎
３
５
・
０
２
４
０

　高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
土

地
、
建
物
や
会
社
の
登
記
手

続
、
相
続
や
遺
言
等
に
関
す
る

相
談
を
は
じ
め
、
戸
籍
、
供

託
、
人
権
に
関
す
る
相
談
、
土

地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
次
の
と
お
り
、
一
日
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
当
日
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
の
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
【
予
約

連
絡
先
】
に
連
絡
の
上
、
事
前

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　平
成
26
年
１
月
26
日
（
日
）

　10
時
か
ら
15
時
ま
で

■
相
談
内
容

登
記
・
戸
籍
・
供
託
・
人
権

擁
護
に
関
す
る
相
談
、
土
地

の
境
界
に
関
す
る
相
談

■
相
談
員

　法
務
局
職
員

■
開
設
場
所

　高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局

　吾
川
郡
い
の
町
１
２
９
０
―
４

■
予
約
連
絡
先

　高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局

　☎
０
８
８
・
８
９
３
・
０
３
４
３

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

間
伐
を
進
め
、

　健
全
な
森
林
を

　
　つ
く
り
ま
し
ょ
う

高
等
学
校
通
学
応
援

手
当
に
つ
い
て

四
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

年末年始業務のお知らせ　 清掃センター・衛生センター・高吾苑

高吾北地域ふくし
就職相談面接会の開催

　申し込みや履歴書は不要です。お気軽にお

いでください。

◆日　時　平成２６年１月１１日(土)

　　　　　１３時～１５時３０分　

◆場　所　佐川町健康福祉センターかわせみ

◆対象者　福祉・介護の職場への就職を希望

　　　　　される方

◆参加事業所

仁淀川町、越知町、佐川町内の社会福祉事

業所等を運営する事業所

◆問い合わせ

　高知県社会福祉協議会・高知県福祉人材

　センター(〒780-8567高知市朝倉戊375-1)

　県立福祉交流プラザ内

　☎０８８－８４４－３５１１

■清掃センター

　毎年１２月２８、２９、３０、３１日は、大変混み合

いますので、清掃センターへ直接搬入される方のごみに

ついては、分別した状態で早めに持ち込んでください。

■衛生センター

　年末年始のし尿の汲み取りは、１２月２９日 ( 日 ) で

終了し、１月６日 ( 月 ) より開始します。年末は特に汲

み取りの申し込みが殺到しますので、ご注意ください。

問い合わせ　

　清掃センター　☎２２－３１１１

　衛生センター　☎２６－０３０５

　高　吾　苑　☎２２－４５４４

　仁淀川町役場町民課　☎３５－１０８８

　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２１１２

　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１１０

年末年始の救急情報のお知らせ　　　　 高吾北消防署
　年末年始でかかりつけの病院がお休み！親

戚が集まっている時に急病人が！そんな理由

から年末年始は救急車の要請が増える傾向に

あります。一秒を争う傷病者に適切に対応で

きるようにご協力ください。

◆具合が悪くなった時、今診療している医療機関を

　紹介してほしい！

  年中無休の２４時間体制で、患者の場所や症状に

応じて今診療している医療機関を紹介しています。

高知県救急医療情報センター　☎０８８－８２５－１２９９

◆子どもの具合が悪くなったけれど、受診したほう

　がいいの？

 『こうちこども救急ダイヤル』による医療相談をご

利用ください。看護師が電話で相談にお応えしま

す。※応対可能時間がございます。時間帯を確認の

上電話してください

    　こうちこども救急ダイヤル　♯８０００

□木曜、金曜、土曜、日曜、祝日、年末年始　　　

　（12月29日から１月３日まで）

　午後８時から翌日午前１時まで

◆インターネットをご利用できる方は

　『こうち医療ネット』で、「まちのお医者

さん」、「まちの歯医者さん」のほか、「薬局」

を地図などから検索することができます。

※携帯電話からもご利用できます。

　消防署では２４時間対応で「救急の相

談」・「病院紹介」を行っておりますので、

いつでもお気軽にお問い合わせください

■問い合わせ　

　高吾北消防署　☎２６－２１１１　　

　仁淀川分署　　☎３５－００１７



【流木仮置き場所位置図】

《15》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《14》

～平成２５年１０月分からの『年金額の改定』について～

　大渡ダム管理所では、９月の台風１７号、１０月の台風２７

号で洪水貯留を実施しました。その際、貯水池(茶霧湖)に流れ

込んできた流木などを陸上へ引き上げ、プラスチックや空き缶

などの不燃物と、木や枝といった流木に分別を行います。

　分別した流木は地域住民の皆さまに有効活用していただくこ

とで、処分費の軽減にもつながります。仮置き場所に一定期間

置きますので、必要な方は大渡ダム管理所まで連絡願います。

■配布物　流木(枝、幹、根株)

■仮置き期間　平成２６年１月末まで

■注意事項

・積み込み、運搬(持ち帰り)は各自でお願いします。

・流木は１ｍから２ｍの長さに切っています。仮置

き場での切断などは控えてください。

・利用状況と不法投棄防止の観点から、氏名や数量

を記録しますので、持ち帰る前にお手数ですが電

話連絡をお願いします。

■問い合わせ

　国土交通省四国地方整備局

　大渡ダム管理所　☎３２－２１２０

　平成25年9月分までの年金額は、平成12年度か

ら14年度にかけて、物価が下落したにもかかわ

らず、年金額を据え置いたことで、本来の水準よ

りも2.5％高い水準(特例水準)となっています。

　平成24年の法律改正で、平成25年10月、平成

26年4月および平成27年4月に段階的に特例水準

を解消することにより、年金財政の改善を図ると

ともに、将来の受給者となる若い世代にも考慮し

て、世代間の公平を図ることとなりました。

　このため、平成25年10月分以降としてお支払

いする年金額は、4月から9月までの額から、マ

イナス1.0％の改定が行われます。

　今後の解消のスケジュールは、平成26年4月マ

イナス1.0％、平成27年4月マイナス0.5％を予定

しています(物価・賃金が上昇した場合には、引

き下げ幅は縮小します）。

　改定後の年金については、平成25年12月(10月

分、11月分)からのお支払いとなります。改定後

の年金額は、年金額改定通知書でお知らせします。

12月13日の支払いに向け、原則として年金振込

通知書と一体となったお知らせ(はがき)で、12月

4日以降に日本年金機構から、順次、年金受給者

に送付されます。

問い合わせ　　

　高知西年金事務所　☎０８８－８７５－１７１７

｜国 ｜民 ｜年｜ 金 ｜便｜ り｜

仁
淀
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

◇
雇
用
形
態

　臨
時
職
員 

(

た
だ
し
、
勤
務
成
績
良
好

　者
は
１
年
後
職
員
に
登
用
制
度
あ
り)

◇
採
用
時
期

　平
成
26
年
４
月
１
日

◇
勤
務
時
間

　８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

◇
日
額

　６
，
４
０
０
円
か
ら

◇
手
当

　通
勤

　賞
与 (

年
２
カ
月)

◇
条
件

　普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

　
 (

Ａ
Ｔ
限
定
不
可)

　基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

◇
業
務
内
容

　

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
業
務
全
般

　

 (

現
場
調
査
確
認
・
連
絡
調
整
・
事
業
・

　会
計
事
務
全
般)

　就
業
希
望
者
は
、
１
月
31
日
ま
で
に
履

歴
書
を
事
務
局
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

　〒
７
８
１
―
１
５
０
１

　仁
淀
川
町
大
崎
２
６
４
―
８

　仁
淀
川
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　仁
淀
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

　☎
３
５
・
０
０
２
０

　仁淀川町では使用しなくなった公用車を入札により公売します。購入を希望される方は総務課管

財係までご連絡ください。詳細については役場本庁・各総合支所・各出張所の掲示板に告示するほ

か、ご連絡をいただいた入札参加希望者には「公告 ( 写 )」と「入札参加資格申請用紙」を配布します。

◆入札方法　条件付一般競争入札（※せり売りではありません）

◆入札参加資格者

　　仁淀川町内に住所を有する者、もしくは仁淀川町内に事務所または事業所を有する者

　　※詳細については、下記までお問い合わせください

◆入札参加申込期限　 １２月２７日（金）１７時まで     ◆開札日  １月１７日 ( 金 )

■問い合わせ　仁淀川町役場総務課管財係　☎３５－０１１１

公用車公売のお知らせ
■ バス ２６人乗り（トヨタ）
登録年月／平成９年２月　走行距離／ 337,000km

車検満了日／一時抹消登録済

最低売却価格　500,000円

大渡ダムの流木差し上げます

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

　年末年始は、飲酒の機会が多くなることや交通量の

増加などを原因として、交通事故の多発が予想されま

す。県民一人一人が交通安全に対する意識を高め、交

通ルールの遵守と正しい交通マナーを実践し、安全で

安心な人に優しい交通環境を作ることにより、交通事

故を防止することを目的としています。

　10月31日（木）佐川町

の県立佐川高校にて講習

が行われました。  

　交通機動隊員・二輪安

全運転推進委員会の指導

員による実技講習と佐川

警察署交通課長からは交

通事故の実態や事故防止

の留意点などの講話が行

われました。

　年末年始は運転免許更新窓口が大変混み合います。有効期限ギリギリに

なって慌てないように余裕を持って更新手続きをお取りください。

　また、運転免許センターは混雑が予想されます。“手続きはぜひ、佐川

警察署にお越しください”更新手続きにご不明な点などありましたら、お

気軽に佐川警察署内交通安全協会佐川支部へお問い合わせください。

年末年始の交通安全運動
期間　平成25年12月10日（火）～平成26年１月９日（木）

高校原付
安全運転講習会



《17》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《16》

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　教育研究所の事業の一つに出前講座があります。研究員による授

業や地域の人材を活用した講座、本町の教育課題に即した講座など

を行っています。

　今回は、研究員による出前授業を紹介させていただきます。今年

度は、大崎小学校の５・６年生を対象に外国語活動と別府小学校の

６年生を対象にした算数科の出前授業を行いました。研究した成果

を生かし、少しでも楽しく分かりや

すい授業になるように、教材を作っ

たり、ゲームを考えたりして授業に

臨みました。

　両校の児童は、意欲的に取り組み、

学習を楽しみながらよく学んでいま

した。出前授業をすることで、研究

員自身も大いに学ばせていただきま

した。

　仁淀川町は緑豊かなまち、また近年は仁淀ブルーと形容されるきれいな水のまちですが、残念ながら

山林・河川・道路など、町内各地のさまざまな場所でごみが不法投棄されています。人目につきにくい

から、ごみが捨ててあるから、他の人もやっているからなどの理由で、心ない人のごみの不法投棄が後

を絶たない状況となっています。

　また、台風等で河川に大水が出た時に投げ入れるという悪質なケースも見受けられるようです。ごみ

の不法投棄は、地域や観光地の景観を損なうだけでなく、自然環境の破壊にもつながり、近隣の住民に

多大な迷惑をかけます。絶対に許すことができない行為ですが、根本的な対策がなかなか見つからず、

どこの市町村でも頭の痛い問題となっています。仁淀川町でも保健所や警察と連携しながら対処してい

ますが、不法投棄根絶には至っていません。

教育研究所の楽しい出前授業 不法投棄禁止
別府小学校での算数科の授業

ゲームを楽しんだ大崎小学校での
外国語活動の授業

たか　はぎ　まこと

●
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　ご
み(

廃
棄
物)

を
み
だ
り
に

捨
て
る
こ
と
は
、
犯
罪
で
す
。

　み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
る

と
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
違
反
に
よ

り
、
五
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
両
方
が

課
せ
ら
れ
ま
す
（
他
の
法
令
に

よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）
。

　不
法
投
棄
の
現
場
を
見
つ
け

た
ら
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た

は
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　町
で
は
、
不
法
投
棄
者
を
発

見
し
た
場
合
や
投
棄
者
が
特
定

で
き
そ
う
な
証
拠
品
が
あ
る
場

合
な
ど
は
、
随
時
警
察
署
へ
通

報
し
、
関
係
機
関
と
連
携
の
上
、

厳
し
く
対
処
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
監
視
な

ど
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
の
で
、

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
警
察
署
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

●
土
地
の
所
有
者
の
方
へ
の

　お
願
い

　ご
み(

廃
棄
物)

は
管
理
が
行

き
届
か
な
い
場
所
に
不
法
投

棄
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
の

方
は
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
定
期
的
に
見
回
り
を
す
る
。

・
小
ま
め
に
清
掃(

下
草
刈
り) 

　を
す
る
。

　な
お
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

場
合
の
回
収
義
務
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
第
一
に
投
棄
者

ま
た
は
排
出
者
に
な
り
ま
す

が
、
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、

所
有
者
、
管
理
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
広
報
寄
付
金

　大
島

　好
衛 

様
（
苫
小
牧
市
）

　北
古
味

　修 

様
（
入
間
市
）

　谷
本

　義
雄 

様
（
豊
田
市
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
広
報
発
行
に
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　西
森

　久
壽 

様
（
奈
呂
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　仁
淀
川
町
役
場
町
民
課

　☎
３
５
・
１
０
８
８

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
２
・
１
１
３
２

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
４
・
２
１
１
２

実
験
を
し
て
「
比
例
」
を
実
感
す
る

別
府
小
の
算
数
科
の
授
業

地域おこし協力隊がゆく ～今月は高萩 誠隊員～
　皆さん、こんにちは。仁淀川町に来て2年が過ぎ、生活にも慣

れてきた地域おこし協力隊の高萩誠です。最近の活動では「山

村自然楽校しもなの郷」と「によどマッシュルーム生産組合」

の2団体にお世話になっています。

　しもなの郷では、石川隊員の指導のもと石窯＆バーベキュー

コンロを作成中で、暖かくなる来年５月頃の完成を目指してい

ます。完成後はしもなの郷でピザやパンを焼いたり、石窯料理

作りが体験できるような場所としての活用も考えています。

　一方、によどマッシュルーム生産組合では、先月東京で開催されたアンテ

ナショップ「まるごと高知」主催の商談会に参加させていただき、たくさん

の方にブラウンマッシュルームを試食していただきましたが、その味の深さ

に皆さん「これは美味い！」と興味津々。ガイドブック「仁淀川町で遊ぶ

本」を見せながら、素晴らしい仁淀川町の栽培環境や商品情報を説明すると、

「すごい！」、「きれいだ！」と感動され、洋食店のシェフや自然食品に関

心がある方にも大好評でした。仁淀川町のおいしいブラウンマッシュルーム。

「ぜひ！ご賞味ください！」

　今後、地域おこし協力隊の活動終了後は、この２団体の活動に加わり定住

していく予定でおりますので、よろしくお願いいたします。

石
釜
の
全
貌
が
見
え
て
き
ま
し
た

大
好
評
の
ブ
ラ
ウ
ン
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

おわび
と訂正

広報１１月号の下記の記事で誤りがありました。おわびして訂正します。

■５ページ　　池川大運動会の記事【順位】(正)第２位　坂本

■１２ページ　全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間の記事　【実施期間】　

　　　　　　　　(正)平成２５年１１月１８日(月)から同月２４日(日）までの７日間

■１３ページ　くらしの悩み事相談所の記事【文章中の会場】(正)高知よさこい咲都合同庁舎



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 12月号 《18》《19》 広報によど川 12月号

仁
淀
俳
壇

古
味

　幸
子

大
空
へ
湧
き
立
ち
て
い
る紅

葉
山

市
川

　千
秋

句
三
昧
友
と
遠
出
の
秋
一
と
日

川
上

　純
子

上
着
着
る
一
気
に
今
朝
の

う
そ
寒
さ

吉
田
豊
之
祐

雨
傘
に
む
か
ご
降
り
来
る散

歩
道

松
岡

　豊
子

健
康
で
暮
ら
す
が
仕
事
冬
近
し

植
田

　秋
恵

薄
化
粧
秋
の
祭
り
の
竹
箒

堀
部

　貞
子

御
先
祖
に
笑
ひ
供
え
て
里
祭
り

田
村

　大
陸

七
十
路
の
水
の
去
来
に浮

く
黄
葉

古
味

　孝
子

真
夜
中
に
し
ょ
う
が
湯
作
り

飲
み
に
け
り

田
村

　千
草

さ
ま
ざ
ま
な
色
楽
し
み
つ

落
葉
掃
く

藪
柑
子
句
会荒

木

　青
踏

骨
壺
の
妻
に
会
い
た
り
秋
彼
岸

尾
崎
マ
チ
エ

聞
き
役
も
介
護
の
一
つ
秋
日
和

井
上

　美
智

竜
胆
や
つ
い
に
ひ
と
と
こ休

耕
田

上
岡

　利
寿

秋
灯
や
い
つ
も
手
に
あ
る

虫
め
が
ね

片
岡
代
美
子

珈
琲
は
少
し
濃
く
し
て
秋
日
向

小
崎

　千
恵

遠
く
な
る
父
の
思
い
出

　鰯
雲

高
橋

　房
子

夕
蜻
蛉
姉
を
偲
び
つ
墓
参
り

高
橋

　幸
恵

賜
り
し
月
見
の
だ
ん
ご
栗
の
餡

藤
原
多
津
子

酔
芙
蓉
二
十
数
え
て
旅
に
出
る

結
城

　華
子

彼
岸
花
四
十
路
三
十
路
の墓

囲
い

隅
田

　邦
子

秋
空
や
中
学
野
球
デ
ビ
ュ
ー
戦

片
岡
と
く
ぞ
う

鍋
焼
の
つ
ゆ
も
残
さ
ぬ
引
地
橋

鎌
倉
い
ち
い
ち

結
ば
れ
し
二
人
三
脚
秋
高
し

投
稿

掛
水

　春
子

芋
取
れ
た
サ
ル
に
勝
っ
た
ぞ

こ
の
年
で

井
上

　一
明

天
高
し
庭
一
面
に
土
作
り

井
上
カ
メ
コ

つ
る
さ
れ
て
渋
を
抜
か
れ
て

お
と
そ
待
つ

鎌
倉
信
夫
・
靖
子

紅
葉
照
る
高
野
山
大
師
様

が
ん
病
良
く
な
り
礼
参
り

仁淀川町行事カレンダー（12月・1月）……… ………

し
ゅ
う
と
う

い
わ
し
ぐ
も

よ

そ

じ

み

そ

じ

 平成２５年１０月１日付けで、戦没者遺族相談

員に大石敏明様（宗津）が厚生労働大臣から委託

されましたのでお知らせします。

■委託期間

  平成25年10月１日～平成27年９月３０日

■戦没者遺族相談員　大石敏明(宗津)

  戦没者のご遺族の方でお困りのこと、ご相談し

たいことなどございましたら、下記までお問い合

わせください。

　後日、戦没者遺族相談員よりご連絡します。

■問い合わせ

　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８

戦没者遺族相談員の委託について

元旦

官庁仕事始め

旧

健康相談(竹谷集会所13:30〜)

お おいしとしあき

広 告

認知症講演会(仁淀多目的研修集会施設14:00〜)

健康相談(古田集会所13:30〜)

下川渡
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広報によど川 12月号 《20》《21》 広報によど川 12月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　仁淀特産「千両ユニークパック」を正解者

の中から抽選で１名様に。（当選者の発表

は次号広報）

町の人口・世帯数
平成25年11月1日現在

  人　口6,349人   （ -2 ）

  　  男　2,984人　　　　　 

  　  女　3,365人　　　　　 

  世帯数3,297世帯 （4 ） 

10月中の届出

転入13人　 転出  8人

出生  3人　 死亡10人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成25年12月1日発行（No.101）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　鎌倉八幡宮（森地区）の境内

で行われた奉納相撲。両者互

角でなかなか勝負がつかない

など、“豆力士” たちは真剣そ

のもの。白熱した取り組みの連

続に、保護者や地域の人たちは

大きな拍手を送りました。

（鎌倉八幡宮　11月8日撮影）

第101回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　12/18（水）必着

・
応
募
者
数

　二
十
三
人

・
正
解
者
数

　二
十
三
人

・
当
選
者

　
　宮
﨑

　末
香（
神
河
町
）

表
紙
の
写
真

モ
ド
リ
ガ
ツ
オ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　一
年
の
最
終
の
日
。
お
お
つ
ご
も
り

2

　区
の
事
務
を
行
う
役
所

3

　あ
ら
か
じ
め
待
ち
設
け
る
こ
と
。
前
以

て
推
測
・
期
待
・
覚
悟
す
る
こ
と

4

　ス
ポ
ー
ツ
や
遊
戯
を
す
る
た
め
に
諸
種

の
設
備
を
施
し
た
広
場

5

　無
駄
な
毛
を
取
り
除
く
こ
と

8

　事
業
を
企
て
こ
れ
を
経
営
す
る
人
。
ま

た
こ
れ
に
巧
み
な
人

14

　物
の
正
面
・
前
面
と
反
対
の
側
。
背
後

17

　海
・
湖
な
ど
の
水
際
で
、
石
の
多
い

所
。
水
中
か
ら
露
出
し
て
い
る
岩
石

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　屋
根
の
上
。
特
に
洋
風
の
建
物
の
上
に

設
け
た
、
人
の
出
入
り
の
で
き
る
平
ら

な
場
所

6

　父
と
母
と
の
凡
称
。
子
を
も
つ
も
の

7

　近
い
所
。
近
辺

9

　国
の
尊
敬
語
。
日
本
国

10

　き
も
。
○
○
を
抜
く

11

　は
ば
み
と
ど
め
る
こ
と

12

　原
理
や
知
識
を
実
際
的
な
事
柄
に
あ
て

は
め
て
利
用
す
る
こ
と

13

　そ
こ
に
何
度
も
行
く
。
行
き
来
す
る

15

　酒
を
飲
ん
で
酒
気
が
全
身
に
回
る

16

　よ
り
あ
い
。
会
合

18

　磁
針
が
示
す
、
船
ま
た
は
航
空
機
の
進

む
方
向

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル

仁
淀
特
産「
千
両
ユ
ニ
ー
ク
パ
ッ
ク
」を
１
名
様
に

　「ふるさと千両会」では、上記のユニークパックの注文を

受け付けています。ふるさとの香りいっぱいの品々をご贈答

にいかがですか？

先着１３０パック限定
○お 値 段　１パック３, ２００円

　　　　　  （送料・消費税込、全国一律）

○発　　送　長者郵便局より１２月２０日（金）に

　　　　　　発送予定

○注文方法　お電話でご注文ください

○締め切り　１２月１６日（月）

ふるさと千両会
　（仁淀川町別枝沢渡・谷脇秀美）

　☎　０８８９－３２－１２０９

　今
月
の
賞
品
は
「
ふ
る
さ
と
千

両
会
」
提
供
の
仁
淀
特
産
「
ユ
ニ

ー
ク
パ
ッ
ク
」
で
す
。

　　 ユニークパックの中身
・千両５本（仁淀特産）　

・コンニャク２個（長者特産）　

・いりもち（秋葉生活改善グループ）

  （真空パック２個入り３パック）

・ちょうじゃみそ

  （無添加、国産大豆使用）

・梅、松の小枝

年末・年始のご贈答に！
仁淀の里から直送します

い
り
も
ち
が
２
パ
ッ
ク
か
ら

３
パ
ッ
ク
に
増
え
ま
し
た
！



「思いやりのある優しい子に育ってね」

「たくましい子に育ってね」

広報によど川

2013
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平成25年12月1日発行（No.101）

はじめまして ・  　 ・   　・

きくち

平成25年9月15日生
保護者/祥彦・紗保里

菊池　ひまりちゃん（川口）

くろかわ　み お

平成25年10月16日生
保護者/勝徳・かおり

黒川　未桜ちゃん（田村）

特
集  

移
住  

〜
新
し
い
風
を
呼
び
込
む
〜

「
ハッ
ピ
ー
四
国
」植
樹
祭
in
夢
の
森
公
園

第
６
回
サ
イ
エン
ス
ツ
ア
ー
in
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

い
な
か
の
恵
み
を
食
す
　
恒
例
の
芋
煮
会


